


平成28年 

平成27年 

平成23年 

令和元年 

熊本地震 
熊本県南阿蘇村の国道57号の大規模土砂崩落箇所で、遠隔操縦対応型バッ

クホウにより土砂撤去作業を実施 

自治体(富山県)支援 
富山県南砺市地滑り現場において、
交通を確保するため応急組立橋を 
支援 

関東･東北豪雨 
鳴瀬川及び鬼怒川の堤防決壊により浸水した地域（茨城県常総市）の排水作業を24時間体制で実施 

東日本大震災 
全国から集結した対策本部車、排水ポンプ車、照明車、衛星通信車がのべ49,635台が活動 

令和６年 

令和元年東日本台風 
千曲川の堤防が決壊し、被災から約2ヶ月間にわたり排水作業を実施  

令和６年能登半島地震 
全国からTEC-FORCEが結集し道路啓開作業支援で対策本部車、待機支援車、照明車等が出動 

生活支援では散水車による給水活動、照明車による電源支援など幅広い活動を実施 

災害対策用機械 掲載一覧 

機械名 規格 ページ  

北陸地方整備局 

災害対策用機械保有一覧表 

 1 - 2 

災害と災害対策用機械  3 - 4 

対策本部車 拡幅型／拡幅多様設置型 5 - 6 

排水ポンプ車 30ｍ3/min （7.5ｍ3/min×4台） 7 - 8 

 30ｍ3/min （5.0ｍ3/min×6台） 9 - 10 

 60ｍ3/min 軽量高揚程型（5.0ｍ3/min×12台） 11 - 12 

照明車 1.3kW×6灯 2柱式 LED 13 - 14 

 2.0kW×6灯 ブーム式 LED 15 - 16 

分解組立・遠隔操縦対応型 

バックホウ 

1.0ｍ3級 17 - 18 

遠隔操縦対応型バックホウ 1.4ｍ3級 19 - 20 

橋梁点検車 バケット式 21 - 22 

待機支援車 支援用バス型 7床式/8床式 23 - 24 

 9床式 25 - 26 

 資材運搬用 27 - 28 

 先遣用 29 - 30 

散水車 6,300L 給水装置付 31 - 32 

応急組立橋 トラスガーダ形式 33 - 34 

 ワーレントラス形式 35 - 36 

防災ヘリコプター「ほくりく号」  37 - 38 

車両位置情報共有化システム  39 - 40 

衛星通信車  41 - 42 

移動型衛星通信設備（CarｰSAT）  43 - 44 

衛星通信可搬局装置（Ku-SATⅡ）  45 - 46 

5GHz帯無線アクセスシステム（i-RAS）  47 - 48 

公共ブロードバンド移動通信システム

(公共BB) 

 49 - 50 

モバイル伝送カメラ  51 - 52 

デジタル移動通信システム（k-λ）  53 - 54 

遠隔操縦式バックホウ 0.8ｍ3級（MG/MC仕様） 55 - 56 



























 

待機⽀援⾞（９床式） 

機械の機能 

 災害現地での休憩、仮眠、宿泊施設として、災害復旧活動に従事する人たちを支援します。 

 また、現地対策本部の補助として簡単な打合せや、通信回線を接続することにより情報通信も可能です。 

 最後尾の格納室は、簡易組立式トイレを設置してトイレ室として使用できます。 
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設営スペース 設営人員 設営時間 必要資格 

4×10ｍ 2人 30分 
中型自動車免許 

（8t限定） 

・ 

準中型自動車免許 

◎ 進入路は、砂利等で整地されており、幅4ｍ以上必要です。 

◎ 設営スペースとして、幅4ｍ×長さ10ｍ程度が必要です。 

◎ 設営作業には、作業員2名で30分程度の時間が必要です。 

◎ 本車両の設営に補助機械は必要ありません。 

◎ 車両の運転には「中型自動車免許（8t限定）」または「準中型自動車免許」が必要です。 

◎ 1給油当たりの連続運転時間は約60時間です。 

現地設営条件 

機械の諸元 
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主要諸元 

乗車定員 2名 

車両寸法 全長8,670㎜×全幅2,495㎜×全高3,500㎜ 

駆動方式 総輪駆動 

燃料 車両本体：軽油 100L 

発動発電機：軽油 26L 

（燃料は車体タンクから吸い上げ可能） 

車両総重量 7,240kg（R01-1405） 

7,970㎏（21-4412） 

主要機能 主要装備品 

通信設備 FAX1台、電話（マイクロ）回線入出力端子、 

無線LAN 

情報収集設備 液晶テレビ 

就寝設備 就寝定員9名（前室4名、後室5名） 

発動発電機 単相100V 50Hz 5kVA 1台 

その他 電子レンジ、冷蔵庫、シンク（清水20L）、組立式簡易

トイレ（使い捨て型）、エアコン1台 

車両外形図  

 



 

待機⽀援⾞（資材運搬⽤） 

機械の機能 

 災害復旧活動を行うために必要な資機材（通信機器や復旧資材など）を搭載し、災害現地への運搬を

行います。 

 平ボディにクレーンを搭載した車両と、着脱式コンテナを搭載した車両があります。 

 着脱式コンテナを搭載した車両は、災害現地にコンテナを下ろした後、トラック本体は防災センター

に戻り別のコンテナを積み込むことで、効率良く資機材の運搬を行うことができます。 

コンテナ搭載型 

トラック(2.9t吊クレーン付） 

コンテナ着脱時 
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設営スペース 設営人員 設営時間 

3×15m 
（コンテナ搭載型） 

2人 30分 
中型自動車免許(8t限定) 

（クレーン装置付） 

・ 

大型自動車免許 
（コンテナ搭載型) 

◎ 幅4m以上の砂利等で整地された進入路が必要です。 

◎ 本車両の設営に補助機械は必要ありません。 

◎ 車両の運転には「中型自動車免許（8t限定）」が必要です。 

◎ クレーンを使用する場合は「小型移動式クレーン運転技能講習」及び「玉掛技能講習」の 

 修了資格が必要です。 

◎ 設営スペースとして幅3ｍ×長さ10ｍ程度が必要です。 

◎ コンテナ着脱時には幅3ｍ×長さ15ｍ程度が必要です。 

◎ 設営作業には、作業員2名で30分（着脱作業）程度の時間が必要です。 

◎ コンテナの着脱作業を円滑に行うために、取扱訓練が必要です。 

現地設営条件 

機械の諸元 

車両外形図  

 

主要諸元 

乗車定員 3名 

車両寸法 全長8,450㎜×全幅2,450㎜×全高3,520㎜ 

（トラック2.9t吊クレーン付） 

全長8,450㎜×全幅2,450㎜×全高3,520㎜ 

（コンテナ搭載型） 

駆動方式 総輪駆動 

燃料 車両本体 ：軽油 100L 

発動発電機：軽油 10L（コンテナ搭載型） 

車両総重量 7,985㎏（2.9t吊クレーン付） 

7,830㎏（コンテナ搭載型） 

主要機能 主要装備品 

クレーン装置 

（2.9t吊クレーン付） 

油圧ブーム式 最大吊荷重2.9t 

積載重量：2,750㎏ 

資材保管設備 

（コンテナ搭載型） 

車体着脱式コンテナ型 車体1台につき2組 

積載重量：4,100㎏ 

発動発電機：単相100V50Hz2.7kVA 

コンテナ搭載型 
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必要資格 
































